
令
和
５
年
度
 子
ど
も
町
議
会

令
和
５
年
度
 子
ど
も
町
議
会

198号
の
主
な
内
容

198号
の
主
な
内
容

令
和
５
年
度
子
ど
も
町
議
会

令
和
５
年
度
子
ど
も
町
議
会

P
９

議
員
講
演
会
・
研
修
会

議
員
講
演
会
・
研
修
会

P
８

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

P10

意
見
書

意
見
書
（
地
方
の
声
を
国
政
の
場
へ
）

（
地
方
の
声
を
国
政
の
場
へ
）

P12

議
案
審
議
の
結
果

議
案
審
議
の
結
果

P14

議
案
の
採
決
結
果

議
案
の
採
決
結
果

P15

議
案
の
審
議

議
案
の
審
議

P
７

町
政
を
問
う（
一
般
質
問
）

町
政
を
問
う（
一
般
質
問
）

P
２

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

P16

議
会

議
会

No.
2023

（
令
和
５
）年

11月
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第３回定例会 町政を問う 一般質問

　令和５年第３回定例町議会は９月14日に招集され、会期９日間で開かれました。　令和５年第３回定例町議会は９月14日に招集され、会期９日間で開かれました。
　初日は、町長の行政報告、４議員からの一般質問につづき、専決処分の承認、教育委員会委員の任命、功　初日は、町長の行政報告、４議員からの一般質問につづき、専決処分の承認、教育委員会委員の任命、功
労表彰、規約の変更のほか、補正予算２件の審議を行いました。労表彰、規約の変更のほか、補正予算２件の審議を行いました。
　また、令和４年度当麻町一般会計ほか５特別会計及び水道事業会計決算については、決算審査特別委員会　また、令和４年度当麻町一般会計ほか５特別会計及び水道事業会計決算については、決算審査特別委員会
を設置し付託しました。を設置し付託しました。
　最終日（22日）は決算審査特別委員会の審査結果報告のほか、補正予算２件、選挙管理委員会委員及び　最終日（22日）は決算審査特別委員会の審査結果報告のほか、補正予算２件、選挙管理委員会委員及び
補充員の選挙、意見書の提出について審議しました。補充員の選挙、意見書の提出について審議しました。

（議案審議結果は14ページをご覧ください。）（議案審議結果は14ページをご覧ください。）

第３回定例会第３回定例会令和５年令和５年

町政を問う！
　第３回定例会では、上杉、加藤、澤田、深谷の４議員が一般質問
を行い、町長の考えを尋ねました。（要旨にて掲載）

　一般質問と答弁（再質問を除く）の全文を当麻町ホームページ
「当麻町議会」の中に掲載していますのでご覧ください。

ここが
聞きたい

当麻町ホームページ／当麻町議会当麻町ホームページ／当麻町議会
http://town.tohma.hokkaido.jp/gikai/http://town.tohma.hokkaido.jp/gikai/

このQRコードからアクセスすると
カラーで見ることができます。
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第３回定例会 一般質問
　
　
　

上
杉
議
員

　
　
　

上
杉
議
員

　
　
　

農
業
で
障
が
い
者
の
就
労
や

　
　
　

農
業
で
障
が
い
者
の
就
労
や

生
き
が
い
の
場
を
つ
く
る
「
農
福
連

生
き
が
い
の
場
を
つ
く
る
「
農
福
連

携
」
に
取
り
組
む
事
業
者
が
２
０
２

携
」
に
取
り
組
む
事
業
者
が
２
０
２

２
年
全
国
で
６
千
件
を
超
え
、
上
川

２
年
全
国
で
６
千
件
を
超
え
、
上
川

管
内
で
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
て
管

管
内
で
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
て
管

内
で
取
り
組
む
事
業
所
は

内
で
取
り
組
む
事
業
所
は
2525
ヵ
所
、

ヵ
所
、

農
業
者
側
が
障
が
い
者
を
雇
用
し
た

農
業
者
側
が
障
が
い
者
を
雇
用
し
た

り
、
農
作
業
を
請
負
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
農
作
業
を
請
負
っ
て
も
ら
っ
た

り
、
年
々
、
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
年
々
、
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

農
業
者
は
、
人
手
確
保
に
つ
な
が

　

農
業
者
は
、
人
手
確
保
に
つ
な
が

り
、
福
祉
事
業
者
側
は
利
用
者
の
収

り
、
福
祉
事
業
者
側
は
利
用
者
の
収

入
ア
ッ
プ
に
な
る
こ
と
か
ら
、
双
方

入
ア
ッ
プ
に
な
る
こ
と
か
ら
、
双
方

の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
自
治
体

の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
自
治
体

も
増
え
て
い
る
。

も
増
え
て
い
る
。

　

一
方
、
作
業
場
の
環
境
整
備
や
双

　

一
方
、
作
業
場
の
環
境
整
備
や
双

方
を
つ
な
ぐ
人
材
の
育
成
な
ど
、
課

方
を
つ
な
ぐ
人
材
の
育
成
な
ど
、
課

題
も
多
く
あ
る
。

題
も
多
く
あ
る
。

　

本
町
も
、
基
幹
産
業
の
農
業
を
持

　

本
町
も
、
基
幹
産
業
の
農
業
を
持

続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
く
う
え
で

続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
く
う
え
で

問

「
農
福
連
携
」
は
、
必
要
な
施
策
と

「
農
福
連
携
」
は
、
必
要
な
施
策
と

考
え
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞

考
え
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞

き
し
た
い
。

き
し
た
い
。

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

農
福
連
携
は
、
障
が
い
者
が

　
　
　

農
福
連
携
は
、
障
が
い
者
が

農
業
分
野
で
の
活
躍
を
通
じ
、
自
信

農
業
分
野
で
の
活
躍
を
通
じ
、
自
信

や
生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会
参
画
を

や
生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会
参
画
を

実
現
し
て
い
く
取
り
組
み
で
、
全
国

実
現
し
て
い
く
取
り
組
み
で
、
全
国

的
に
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

的
に
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
、
双
方
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と

そ
の
一
方
、
双
方
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
、
コ
ー
デ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
育
成
が
課
題
と
さ
れ
い

ネ
ー
タ
ー
の
育
成
が
課
題
と
さ
れ
い

て
、
上
川
管
内
で
は
令
和
３
年
度
よ

て
、
上
川
管
内
で
は
令
和
３
年
度
よ

り
「
上
川
農
福
連
携
推
進
地
域
連
絡

り
「
上
川
農
福
連
携
推
進
地
域
連
絡

会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
機
能
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
て
き

ー
ト
機
能
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
て
き

た
状
況
も
あ
り
、
町
内
の
一
部
の
生

た
状
況
も
あ
り
、
町
内
の
一
部
の
生

産
者
に
お
い
て
農
福
連
携
に
取
り
組

産
者
に
お
い
て
農
福
連
携
に
取
り
組

む
事
例
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

む
事
例
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

答

Q
農
業
と
福
祉
の
連
携
は

上杉　達則 議員

Ａ
動
向
を
注
視

　

当
麻
農
業
に
お
い
て
は
、
そ
菜
・

　

当
麻
農
業
に
お
い
て
は
、
そ
菜
・

花
き
の
共
同
選
果
作
業
の
機
械
化
や

花
き
の
共
同
選
果
作
業
の
機
械
化
や

き
ゅ
う
り
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
導
入
な

き
ゅ
う
り
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
導
入
な

ど
早
く
か
ら
労
働
力
確
保
対
策
に
取

ど
早
く
か
ら
労
働
力
確
保
対
策
に
取

組
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
現
時
点

組
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
現
時
点

で
農
福
連
携
を
強
く
希
望
す
る
意
見

で
農
福
連
携
を
強
く
希
望
す
る
意
見

は
出
て
き
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町

は
出
て
き
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町

内
の
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
に

内
の
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
に

お
い
て
も
、
農
業
分
野
に
お
け
る
作

お
い
て
も
、
農
業
分
野
に
お
け
る
作

業
の
希
望
は
な
く
、
農
福
連
携
の
機

業
の
希
望
は
な
く
、
農
福
連
携
の
機

運
が
成
熟
し
た
状
況
と
は
な
っ
て
い

運
が
成
熟
し
た
状
況
と
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
基
幹
産
業
で
あ

　

し
か
し
な
が
ら
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て

る
農
業
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て

い
く
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹

い
く
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹

に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
農

に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
農

福
連
携
を
含
め
た
様
々
な
施
策
の
評

福
連
携
を
含
め
た
様
々
な
施
策
の
評

価
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、

価
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、

今
後
、
農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
生

今
後
、
農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
生

産
コ
ス
ト
の
高
騰
や
２
０
２
４
年
問

産
コ
ス
ト
の
高
騰
や
２
０
２
４
年
問

題
を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物
輸
送
問

題
を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物
輸
送
問

題
な
ど
、
常
に
先
を
見
据
え
た
対
策

題
な
ど
、
常
に
先
を
見
据
え
た
対
策

の
展
開
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

の
展
開
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
検
討
し
つ
つ
、

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
検
討
し
つ
つ
、

農
福
連
携
に
お
い
て
は
、
受
け
入
れ

農
福
連
携
に
お
い
て
は
、
受
け
入
れ

る
農
業
者
側
と
、
作
業
を
行
う
福
祉

る
農
業
者
側
と
、
作
業
を
行
う
福
祉

事
業
者
側
の
、
相
互
理
解
の
醸
成
が

事
業
者
側
の
、
相
互
理
解
の
醸
成
が

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
の
で
、
引

必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
の
で
、
引

続
き
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と

続
き
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

考
え
て
い
ま
す
。
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加
藤
議
員

　
　
　

加
藤
議
員

　
　
　

町
民
は
町
の
未
来
に
向
け

　
　
　

町
民
は
町
の
未
来
に
向
け

た
展
望
を
求
め
て
お
り
ま
す
。
こ

た
展
望
を
求
め
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
「
人
口
減
少
」
と
「
高

れ
か
ら
は
「
人
口
減
少
」
と
「
高

齢
化
」
に
対
し
て
、
ど
う
い
う
対

齢
化
」
に
対
し
て
、
ど
う
い
う
対

策
を
た
て
る
か
重
要
に
な
っ
て
く

策
を
た
て
る
か
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

る
と
思
い
ま
す
。

問 Q
町
の
未
来
に
つ
い
て

加藤　功 議員

Ａ
令
和
の
新
時
代
を
切
り
開
く

　

当
麻
町
は
福
祉
関
係
の
施
設
の
多

　

当
麻
町
は
福
祉
関
係
の
施
設
の
多

い
町
で
す
。
こ
れ
ら
の
利
点
を
生
か

い
町
で
す
。
こ
れ
ら
の
利
点
を
生
か

し
、
例
え
ば
「
福
祉
全
道
一
の
町
を

し
、
例
え
ば
「
福
祉
全
道
一
の
町
を

め
ざ
す
」
を
目
標
に
行
政
と
町
民
が

め
ざ
す
」
を
目
標
に
行
政
と
町
民
が

一
緒
に
な
っ
て
努
力
す
べ
き
と
考
え

一
緒
に
な
っ
て
努
力
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
は

　
　
　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
は

大
き
な
課
題
で
す
が
、
当
麻
町
は
着

大
き
な
課
題
で
す
が
、
当
麻
町
は
着

実
に
成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。
転
入

実
に
成
果
を
出
し
て
い
ま
す
。
転
入

者
が
転
出
者
を
上
回
る
社
会
増
に
つ

者
が
転
出
者
を
上
回
る
社
会
増
に
つ

い
て
、
総
務
省
に
よ
る
人
口
動
態
調

い
て
、
総
務
省
に
よ
る
人
口
動
態
調

査
に
お
い
て
、
近
年
、
社
会
増
を
複

査
に
お
い
て
、
近
年
、
社
会
増
を
複

数
回
記
録
し
て
い
ま
す
。

数
回
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

出
生
者
数
を
上
回
る
高
齢
の
方
の

　

出
生
者
数
を
上
回
る
高
齢
の
方
の

死
亡
者
数
が
多
い
自
然
減
の
影
響
が

死
亡
者
数
が
多
い
自
然
減
の
影
響
が

大
き
く
、
人
口
減
少
は
進
ん
で
い
ま

大
き
く
、
人
口
減
少
は
進
ん
で
い
ま

す
が
、
社
会
増
に
よ
り
人
口
減
少
ペ

す
が
、
社
会
増
に
よ
り
人
口
減
少
ペ

ー
ス
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

ー
ス
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

こ
と
は
、
食
育
・
木
育
・
花
育
に
よ

こ
と
は
、
食
育
・
木
育
・
花
育
に
よ

る
当
麻
町
な
ら
で
は
の
町
づ
く
り
が
、

る
当
麻
町
な
ら
で
は
の
町
づ
く
り
が
、

非
常
に
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る

非
常
に
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る

証
で
あ
る
と
、
私
は
と
ら
え
て
い
ま

証
で
あ
る
と
、
私
は
と
ら
え
て
い
ま

す
。
す
。

　

当
麻
町
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
町

　

当
麻
町
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
町

づ
く
り
。
今
後
も
真

に
向
き
合
い
、

づ
く
り
。
今
後
も
真

に
向
き
合
い
、

当
麻
町
の
未
来
、
令
和
の
新
時
代
を

当
麻
町
の
未
来
、
令
和
の
新
時
代
を

切
り
開
く
た
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

切
り
開
く
た
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

答

　
　
　

澤
田
議
員

　
　
　

澤
田
議
員

　
　
　

認
知
症
の
人
が
希
望
を
も
っ

　
　
　

認
知
症
の
人
が
希
望
を
も
っ

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
国
や
自
治
体

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
国
や
自
治
体

の
取
り
組
み
を
定
め
た
「
共
生
社
会

の
取
り
組
み
を
定
め
た
「
共
生
社
会

の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の
認
知
症

の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の
認
知
症

基
本
法
」
が
、
本
年
６
月

基
本
法
」
が
、
本
年
６
月
1414
日
に
成

日
に
成

立
し
ま
し
た
。

立
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
人
は
年
々
増
加
傾
向
に

　

認
知
症
の
人
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
日
本
で
は
、
団
塊
の
世
代
が

あ
り
、
日
本
で
は
、
団
塊
の
世
代
が

全
員
全
員
7575
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な

る
２
０
２
５
年
に
は

る
２
０
２
５
年
に
は
6565
歳
以
上
の
５

歳
以
上
の
５

人
に
１
人
、
約
７
０
０
万
人
が
認
知

人
に
１
人
、
約
７
０
０
万
人
が
認
知

症
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

症
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
基
本
法
で
は
法
律
の
目
的

　

認
知
症
基
本
法
で
は
法
律
の
目
的

に
つ
い
て
「
認
知
症
の
人
が
尊
厳
を

に
つ
い
て
「
認
知
症
の
人
が
尊
厳
を

問 Q
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

澤田　なぎさ 議員

Ａ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　
　

拠
点
に
取
り
組
む

保
持
し
つ
つ
、
希
望
を
持
っ
て
暮
ら

保
持
し
つ
つ
、
希
望
を
持
っ
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
施
策
を
総
合

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
施
策
を
総
合

的
に
推
進
す
る
」
と
明
記
し
て
あ
り
、

的
に
推
進
す
る
」
と
明
記
し
て
あ
り
、

国
に
は
認
知
症
基
本
計
画
を
作
る
よ

国
に
は
認
知
症
基
本
計
画
を
作
る
よ

う
義
務
づ
け
、
都
道
府
県
や
市
町
村

う
義
務
づ
け
、
都
道
府
県
や
市
町
村

に
つ
い
て
は
計
画
策
定
を
努
力
義
務

に
つ
い
て
は
計
画
策
定
を
努
力
義
務

と
し
て
い
ま
す
。

と
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
や
す
い
環
境
に
な
る

　

誰
も
が
住
み
や
す
い
環
境
に
な
る

よ
う
理
解
し
協
力
し
合
う
こ
と
が
大

よ
う
理
解
し
協
力
し
合
う
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
成
立
し
た
認
知
症
基
本
法

　

ま
た
、
成
立
し
た
認
知
症
基
本
法

の
制
定
は
、
社
会
全
体
の
意
識
変
革

の
制
定
は
、
社
会
全
体
の
意
識
変
革

に
つ
な
が
る
大
き
な
意
義
が
あ
る
と

に
つ
な
が
る
大
き
な
意
義
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

　

市
町
村
は
努
力
義
務
と
な
っ
て
い

　

市
町
村
は
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
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問

ま
す
が
、
本
町
で
は
認
知
症
対
策
や

ま
す
が
、
本
町
で
は
認
知
症
対
策
や

計
画
策
定
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
、
お

計
画
策
定
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
、
お

伺
い
し
ま
す
。

伺
い
し
ま
す
。

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

本
町
で
の
認
知
症
基
本
計
画

　
　
　

本
町
で
の
認
知
症
基
本
計
画

は
、
国
及
び
道
で
策
定
す
る
基
本
計

は
、
国
及
び
道
で
策
定
す
る
基
本
計

画
を
基
に
、
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

画
を
基
に
、
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
で
の
認
知
症
対
策
で

　

ま
た
、
本
町
で
の
認
知
症
対
策
で

す
が
、
第
８
期
当
麻
町
高
齢
者
福

す
が
、
第
８
期
当
麻
町
高
齢
者
福

祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
策

祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
策

定
の
基
本
指
針
と
し
て
「
認
知
症
施

定
の
基
本
指
針
と
し
て
「
認
知
症
施

策
推
進
大
綱
を
踏
ま
え
た
認
知
症
施

策
推
進
大
綱
を
踏
ま
え
た
認
知
症
施

策
の
推
進
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

策
の
推
進
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
据
え
、
認
知
症
予
防
と
し
て
の
認

に
据
え
、
認
知
症
予
防
と
し
て
の
認

知
症
予
防
教
室
を
は
じ
め
と
す
る
各

知
症
予
防
教
室
を
は
じ
め
と
す
る
各

教
室
の
運
営
、
権
利
擁
護
と
し
て
の

教
室
の
運
営
、
権
利
擁
護
と
し
て
の

成
年
後
見
制
度
の
活
用
支
援
、
認
知

成
年
後
見
制
度
の
活
用
支
援
、
認
知

症
の
早
期
診
断
・
早
期
対
応
な
ど
の

症
の
早
期
診
断
・
早
期
対
応
な
ど
の

支
援
体
制
と
し
て
認
知
症
初
期
集
中

支
援
体
制
と
し
て
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
の
配
置
、
認
知
症
地
域

支
援
チ
ー
ム
の
配
置
、
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
及
び
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

支
援
推
進
員
及
び
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
養
成
、
企
業
な
ど
と
協
定
を
結

ー
の
養
成
、
企
業
な
ど
と
協
定
を
結

ん
だ
高
齢
者
あ
ん
し
ん
見
守
り
活
動

ん
だ
高
齢
者
あ
ん
し
ん
見
守
り
活
動

な
ど
の
ほ
か
、
令
和
５
年
３
月
に
は
、

な
ど
の
ほ
か
、
令
和
５
年
３
月
に
は
、

認
知
症
や
そ
の
症
状
に
応
じ
て
利
用

認
知
症
や
そ
の
症
状
に
応
じ
て
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
に
つ
い
て

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
に
つ
い
て

ま
と
め
た
「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
を

ま
と
め
た
「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
を

作
成
し
、
認
知
症
の
人
が
住
み
慣
れ

作
成
し
、
認
知
症
の
人
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け

る
た
め
の
支
援
を
展
開
し
て
い
る
と

る
た
め
の
支
援
を
展
開
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
本
町
の
認
知
症
対
策
と
し

　

今
後
も
本
町
の
認
知
症
対
策
と
し

て
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

て
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

澤
田
議
員

　
　
　

澤
田
議
員

　
　
　

最
近
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

　
　
　

最
近
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

答

答

ン
接
種
と
帯
状
疱
疹
発
症
の
関
係
性

ン
接
種
と
帯
状
疱
疹
発
症
の
関
係
性

に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
に
帯
状
疱
疹
発
症
が
増
え
て
い
る

後
に
帯
状
疱
疹
発
症
が
増
え
て
い
る

と
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

と
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　

帯
状
疱
疹
は
、
水
疱
瘡
と
同
じ
ウ

　

帯
状
疱
疹
は
、
水
疱
瘡
と
同
じ
ウ

イ
ル
ス
で
起
こ
る
皮
膚
の
病
気
で
、

イ
ル
ス
で
起
こ
る
皮
膚
の
病
気
で
、

身
体
の
左
右
ど
ち
ら
か
の
神
経
に
沿

身
体
の
左
右
ど
ち
ら
か
の
神
経
に
沿

っ
て
痛
み
を
伴
う
赤
い
斑
点
と
水
ぶ

っ
て
痛
み
を
伴
う
赤
い
斑
点
と
水
ぶ

く
れ
が
多
数
集
ま
っ
て
帯
状
に
生
じ

く
れ
が
多
数
集
ま
っ
て
帯
状
に
生
じ

ま
す
。

ま
す
。    

　

帯
状
疱
疹
の
予
防
に
は
、
主
に

　

帯
状
疱
疹
の
予
防
に
は
、
主
に
5050

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
ワ
ク
チ

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
ワ
ク
チ

ン
が
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

ン
が
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

こ
と
で
発
症
予
防
、
重
症
化
予
防
が

こ
と
で
発
症
予
防
、
重
症
化
予
防
が

期
待
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
待
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

接
種
費
用
の
一
部
助
成
は
全
国
的

　

接
種
費
用
の
一
部
助
成
は
全
国
的

に
２
０
２
０
年
３
月
か
ら
始
ま
り
、

に
２
０
２
０
年
３
月
か
ら
始
ま
り
、

現
在
、
２
７
２
自
治
体
に
広
が
っ
て

現
在
、
２
７
２
自
治
体
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

北
海
道
は

　

北
海
道
は
3030
自
治
体
で
、
近
隣
で

自
治
体
で
、
近
隣
で

は
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
生
ワ
ク
チ

は
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
生
ワ
ク
チ

ン
３
，
５
０
０
円
、
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
３
，
５
０
０
円
、
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
１
万
円
×
２
回
を
、
２
０
２
３
年

ン
１
万
円
×
２
回
を
、
２
０
２
３
年

６
月
か
ら
生
ワ
ク
チ
ン
４
，
０
０
０

６
月
か
ら
生
ワ
ク
チ
ン
４
，
０
０
０

円
の
公
費
助
成
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

円
の
公
費
助
成
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

当
麻
町
と
し
て
も
町
民
の
健
康
を

　

当
麻
町
と
し
て
も
町
民
の
健
康
を

守
る
た
め
に
、
一
定
の
年
齢
層
を
対

守
る
た
め
に
、
一
定
の
年
齢
層
を
対

象
に
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

象
に
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

助
成
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が

助
成
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が

町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

帯
状
疱
疹
の
発
症
割
合
は

　
　
　

帯
状
疱
疹
の
発
症
割
合
は
5050

歳
以
上
が
全
体
の
７
割
を
占
め
て
お

歳
以
上
が
全
体
の
７
割
を
占
め
て
お

り
、
り
、
6060
代
、
代
、
7070
代
と
年
齢
を
重
ね
る

代
と
年
齢
を
重
ね
る

ご
と
に
発
症
率
が
増
加
し
ま
す
。
帯

ご
と
に
発
症
率
が
増
加
し
ま
す
。
帯

状
疱
疹
の
治
療
薬
と
し
て
、
ウ
イ
ル

状
疱
疹
の
治
療
薬
と
し
て
、
ウ
イ
ル

ス
の
増
殖
を
抑
制
す
る
抗
ウ
イ
ル
ス

ス
の
増
殖
を
抑
制
す
る
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
の
服
用
が
あ
り
ま
す
が
、
皮
膚
の

薬
の
服
用
が
あ
り
ま
す
が
、
皮
膚
の

症
状
が
治
ま
っ
た
後
も
長
期
間
に
わ

症
状
が
治
ま
っ
た
後
も
長
期
間
に
わ

た
っ
て
痛
み
が
持
続
す
る
「
帯
状
疱

た
っ
て
痛
み
が
持
続
す
る
「
帯
状
疱

Q
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　

助
成
に
つ
い
て

澤田　なぎさ 議員

Ａ
助
成
に
つ
い
て
検
討
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疹
後
神
経
痛
」
と
い
っ
た
後
遺
症
が

疹
後
神
経
痛
」
と
い
っ
た
後
遺
症
が

残
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

残
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

痛
み
な
ど
の
症
状
が
残
る
と
、
日
常

痛
み
な
ど
の
症
状
が
残
る
と
、
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
る

生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
る

た
め
、
帯
状
疱
疹
の
発
症
自
体
を
予

た
め
、
帯
状
疱
疹
の
発
症
自
体
を
予

防
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
特

防
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
特

に
高
齢
者
で
は
、
治
療
が
長
引
く
可

に
高
齢
者
で
は
、
治
療
が
長
引
く
可

能
性
が
あ
る
ほ
か
、
「
帯
状
疱
疹
後

能
性
が
あ
る
ほ
か
、
「
帯
状
疱
疹
後

神
経
痛
」
へ
の
移
行
リ
ス
ク
も
高
く

神
経
痛
」
へ
の
移
行
リ
ス
ク
も
高
く

な
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
帯
状
疱
疹

な
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
帯
状
疱
疹

の
発
症
予
防
の
重
要
性
は
高
い
と
考

の
発
症
予
防
の
重
要
性
は
高
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

え
ら
れ
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
の
予
防
に
は
、
規
則
正

　

帯
状
疱
疹
の
予
防
に
は
、
規
則
正

し
い
生
活
習
慣
や
適
度
な
運
動
に
加

し
い
生
活
習
慣
や
適
度
な
運
動
に
加

え
、
え
、
5050
歳
を
過
ぎ
た
方
に
は
帯
状
疱

歳
を
過
ぎ
た
方
に
は
帯
状
疱

疹
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
あ
り
ま
す
。

疹
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
あ
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
と
し
ま
し

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
と
し
ま
し

て
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
力

て
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免
疫
力

を
高
め
、
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防

を
高
め
、
発
症
予
防
・
重
症
化
予
防

が
期
待
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

が
期
待
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、

　

現
在
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、

任
意
接
種
と
な
っ
て
お
り
、
厚
生
労

任
意
接
種
と
な
っ
て
お
り
、
厚
生
労

働
省
の
厚
生
科
学
審
議
会
に
お
き
ま

働
省
の
厚
生
科
学
審
議
会
に
お
き
ま

し
て
定
期
接
種
化
に
向
け
検
討
が
進

し
て
定
期
接
種
化
に
向
け
検
討
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
と
し

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
と
し

て
は
、
町
民
の
疾
病
予
防
・
健
康
保

て
は
、
町
民
の
疾
病
予
防
・
健
康
保

持
の
た
め
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

持
の
た
め
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

種
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

第３回定例会 一般質問

　
　
　

深
谷
議
員

　
　
　

深
谷
議
員

　
　
　

大
学
や
専
門
学
校
な
ど
の
授

　
　
　

大
学
や
専
門
学
校
な
ど
の
授

業
料
等
に
対
す
る
奨
学
金
事
業
を

業
料
等
に
対
す
る
奨
学
金
事
業
を

行
う
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

行
う
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
の
資
料
に
よ
り
ま
す
と
、
令

援
機
構
の
資
料
に
よ
り
ま
す
と
、
令

和
３
年
度
の
奨
学
金
（
貸
与
型
）
を

和
３
年
度
の
奨
学
金
（
貸
与
型
）
を

利
用
し
て
い
る
大
学
生
の
割
合
は
、

利
用
し
て
い
る
大
学
生
の
割
合
は
、

お
よ
そ

お
よ
そ
5050
％
程
度
と
な
っ
て
お
り
、

％
程
度
と
な
っ
て
お
り
、

年
々
増
加
傾
向
で
、
奨
学
金
の
平
均

年
々
増
加
傾
向
で
、
奨
学
金
の
平
均

貸
与
額
は
、
無
利
子
の
第
一
種
で
２

貸
与
額
は
、
無
利
子
の
第
一
種
で
２

１
６
万
円
、
有
利
子
の
第
二
種
で
３

１
６
万
円
、
有
利
子
の
第
二
種
で
３

３
７
万
円
ほ
ど
と
大
き
な
額
と
な
っ

３
７
万
円
ほ
ど
と
大
き
な
額
と
な
っ

て
い
て
社
会
人
生
活
の
ス
タ
ー
ト
と

て
い
て
社
会
人
生
活
の
ス
タ
ー
ト
と

同
時
に
奨
学
金
返
還
の
不
安
を
抱
え

同
時
に
奨
学
金
返
還
の
不
安
を
抱
え

る
。
る
。

　

自
治
体
に
お
い
て
、
奨
学
金
の
一

　

自
治
体
に
お
い
て
、
奨
学
金
の
一

部
返
済
免
除
を
制
度
化
し
て
い
る
事

部
返
済
免
除
を
制
度
化
し
て
い
る
事

例
も
あ
り
、
近
隣
１
市
８
町
か
ら
な

例
も
あ
り
、
近
隣
１
市
８
町
か
ら
な

る
旭
川
大
雪
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏

る
旭
川
大
雪
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏

で
の
就
労
を
条
件
と
し
、
奨
学
金
の

で
の
就
労
を
条
件
と
し
、
奨
学
金
の

返
還
支
援
を
行
う
こ
と
で
若
者
の
不

返
還
支
援
を
行
う
こ
と
で
若
者
の
不

安
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
Ⅰ
タ
ー

安
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
Ⅰ
タ
ー

ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
を
含
め
た
町
内
各
産

ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
を
含
め
た
町
内
各
産

業
の
人
材
確
保
、
人
材
育
成
に
繋
が

業
の
人
材
確
保
、
人
材
育
成
に
繋
が

る
と
思
い
ま
す
。

る
と
思
い
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
奨
学
金
利
用
者
の
町

　

つ
い
て
は
、
奨
学
金
利
用
者
の
町

Q
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

深谷　俊文 議員

Ａ
支
援
制
度
を
検
討

問

民
、
ま
た
町
内
へ
の
移
住
、
定
住
者

民
、
ま
た
町
内
へ
の
移
住
、
定
住
者

へ
の
奨
学
金
返
還
へ
の
助
成
、
補
助
、

へ
の
奨
学
金
返
還
へ
の
助
成
、
補
助
、

一
部
免
除
に
つ
い
て
の
考
え
を
お
持

一
部
免
除
に
つ
い
て
の
考
え
を
お
持

ち
か
町
長
に
伺
い
ま
す
。

ち
か
町
長
に
伺
い
ま
す
。

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

　
　
　

国
は
、
域
内
の
企
業
へ
若
者

国
は
、
域
内
の
企
業
へ
若
者

が
就
職
す
る
場
合
等
に
、
若
者
が
抱

が
就
職
す
る
場
合
等
に
、
若
者
が
抱

え
る
奨
学
金
の
返
還
を
地
方
公
共
団

え
る
奨
学
金
の
返
還
を
地
方
公
共
団

体
が
支
援
す
る
取
組
を
推
進
す
る
こ

体
が
支
援
す
る
取
組
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
産
業
等
の
担
い

と
に
よ
り
、
地
域
の
産
業
等
の
担
い

手
と
な
る
若
者
の
地
方
企
業
へ
の
就

手
と
な
る
若
者
の
地
方
企
業
へ
の
就

職
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
す
、
奨
学

職
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
す
、
奨
学

金
返
還
支
援
に
よ
る
若
者
の
地
方
定

金
返
還
支
援
に
よ
る
若
者
の
地
方
定

着
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

着
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
当
麻
町
で
は
人
口
減

　

こ
れ
ま
で
、
当
麻
町
で
は
人
口
減

少
対
策
と
し
ま
し
て
、
子
ど
も
医
療

少
対
策
と
し
ま
し
て
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
事
業
や
高
校
生
就
学
支
援
事

費
助
成
事
業
や
高
校
生
就
学
支
援
事

業
な
ど
の
子
育
て
支
援
、
町
産
材
活

業
な
ど
の
子
育
て
支
援
、
町
産
材
活

用
促
進
事
業
や
未
来
へ
つ
な
ぐ
宅
地

用
促
進
事
業
や
未
来
へ
つ
な
ぐ
宅
地

循
環
促
進
事
業
な
ど
の
移
住
定
住
施

循
環
促
進
事
業
な
ど
の
移
住
定
住
施

策
な
ど
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

策
な
ど
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

め
て
お
り
ま
す
。

　

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
に
つ
き
ま

　

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
に
つ
き
ま

し
て
は
、
移
住
定
住
対
策
と
雇
用
促

し
て
は
、
移
住
定
住
対
策
と
雇
用
促

進
に
よ
る
地
域
産
業
の
振
興
に
有
効

進
に
よ
る
地
域
産
業
の
振
興
に
有
効

な
取
り
組
み
と
考
え
検
討
し
ま
す
。

な
取
り
組
み
と
考
え
検
討
し
ま
す
。

答
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第３回定例会 議案の審議

令
和
５
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

現
行
の
予
算
に
１
，
１
１
１
万
６

　

現
行
の
予
算
に
１
，
１
１
１
万
６

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れれ
7676
億
５
，
８
２
６
万
６
千
円
と
し

億
５
，
８
２
６
万
６
千
円
と
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

春
開
始
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

春
開
始
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
、
秋
開
始
接
種
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
、
秋
開
始
接
種
と

し
て
引
き
続
き
実
施
で
き
る
よ
う
、

し
て
引
き
続
き
実
施
で
き
る
よ
う
、

委
託
料
な
ど
予
防
接
種
費
用
を
増
額

委
託
料
な
ど
予
防
接
種
費
用
を
増
額

補
正
し
ま
し
た
。

補
正
し
ま
し
た
。

当
麻
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
９
月

　

令
和
５
年
９
月
3030
日
で
任
期
満
了

日
で
任
期
満
了

専
決
処
分

《
９
月

《
９
月
1414
日
》
日
》

と
な
る
羽
根　

敏
氏
の
後
任
と
し
て
、

と
な
る
羽
根　

敏
氏
の
後
任
と
し
て
、

新
た
に
田
中

新
た
に
田
中
啓啓ひ

ろ
つ
ぐ

ひ
ろ
つ
ぐ嗣嗣

氏
（
６
条
東
４
丁

氏
（
６
条
東
４
丁

目
）
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

目
）
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

し
た
。

功
労
表
彰
に
つ
い
て　　

　

当
麻
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
今
年

　

当
麻
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
今
年

度
の
功
労
表
彰
は
、
山
下
勝
博
氏

度
の
功
労
表
彰
は
、
山
下
勝
博
氏

（
中
央
７
区
）
、
朴
谷
和
夫
氏
（
伊

（
中
央
７
区
）
、
朴
谷
和
夫
氏
（
伊

香
牛
２
区
）
の
２
名
を
表
彰
す
る
こ

香
牛
２
区
）
の
２
名
を
表
彰
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

山
下
氏
は
地
方
自
治
の
振
興
発
展

　

山
下
氏
は
地
方
自
治
の
振
興
発
展

に
、
朴
谷
氏
は
農
業
の
振
興
発
展
に

に
、
朴
谷
氏
は
農
業
の
振
興
発
展
に

そ
れ
ぞ
れ
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
貢

そ
れ
ぞ
れ
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
貢

献
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

献
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

す
。
す
。

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

「
後
志
広
域
連
合
」
が
新
た
に
加

　

「
後
志
広
域
連
合
」
が
新
た
に
加

入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
変
更
す
る
も

入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
変
更
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

の
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

　

な
お
、
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
き
ま
し

手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
き
ま
し

て
は
、
総
務
大
臣
の
許
可
の
日
か
ら

て
は
、
総
務
大
臣
の
許
可
の
日
か
ら

施
行
し
ま
す
。

施
行
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

現
行
の
予
算
に
３
，
３
５
５
万
２

　

現
行
の
予
算
に
３
，
３
５
５
万
２

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れれ
7676
億
９
，
１
８
１
万
８
千
円
と
し

億
９
，
１
８
１
万
８
千
円
と
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

輝
き
に
設
置
の
縦
型
ス
ト
ー
ブ
の

　

輝
き
に
設
置
の
縦
型
ス
ト
ー
ブ
の

故
障
に
よ
る
更
新
費
、
夫
婦
で
の
新

故
障
に
よ
る
更
新
費
、
夫
婦
で
の
新

規
就
農
に
対
す
る
補
助
金
、
団
地
化

規
就
農
に
対
す
る
補
助
金
、
団
地
化

推
進
、
営
農
技
術
導
入
等
へ
の
支
援

推
進
、
営
農
技
術
導
入
等
へ
の
支
援

の
た
め
の
麦
・
大
豆
生
産
技
術
向
上

の
た
め
の
麦
・
大
豆
生
産
技
術
向
上

事
業
費
、
畑
地
化
に
取
組
む
面
積
に

事
業
費
、
畑
地
化
に
取
組
む
面
積
に

係
る
土
地
改
良
区
決
済
金
の
費
用
支

係
る
土
地
改
良
区
決
済
金
の
費
用
支

援
、
田
ん
ぼ
の
学
校
費
排
水
施
設
の

援
、
田
ん
ぼ
の
学
校
費
排
水
施
設
の

土
砂
の
撤
去
費
な
ど
を
増
額
補
正
し

土
砂
の
撤
去
費
な
ど
を
増
額
補
正
し

ま
し
た
。　

ま
し
た
。　

令
和
５
年
度
当
麻
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

現
行
の
予
算
に

　

現
行
の
予
算
に
2727
万
円
を
追
加
し
、

万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1111
億
９
，
７
６

億
９
，
７
６

２
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

２
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

福
祉
用
具
購
入
者
の
増
に
よ
り
、

　

福
祉
用
具
購
入
者
の
増
に
よ
り
、

居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
給
付
金
を

居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
給
付
金
を

増
額
補
正
し
ま
し
た
。　

増
額
補
正
し
ま
し
た
。　

《
９
月

《
９
月
2222
日
》
日
》

当
麻
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

及
び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　

令
和
５
年

　

令
和
５
年
1010
月月
2222
日
で
任
期
満
了

日
で
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
今
定
例
会
で
選
挙
の

と
な
る
た
め
、
今
定
例
会
で
選
挙
の

結
果
、
次
の
方
々
が
委
員
及
び
補
充

結
果
、
次
の
方
々
が
委
員
及
び
補
充

員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

◎
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

◎
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

角
谷　

壽
保

　

角
谷　

壽
保((

再再))

中
央
５
区

中
央
５
区

　

塚
田　

麗
子

　

塚
田　

麗
子((

再再))

３
条
西
４
丁
目

３
条
西
４
丁
目

　

澤
田　

和
久

　

澤
田　

和
久((

再再))

４
条
西
３
丁
目

４
条
西
３
丁
目  

　

林　
　

唯
晴

　

林　
　

唯
晴((

再再))

中
央
５
区

中
央
５
区

◎
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

◎
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

　

鍛
治　

和
幸

　

鍛
治　

和
幸((

再再))

４
条
西
３
丁
目

４
条
西
３
丁
目

　

柳
田　

光
則

　

柳
田　

光
則((

新新))

３
条
西
３
丁
目

３
条
西
３
丁
目

　

佐
藤　

弘
巳

　

佐
藤　

弘
巳((

新新))

中
央
１
区

中
央
１
区

　

小
林　

善
則

　

小
林　

善
則((

再再))

４
条
西
３
丁
目

４
条
西
３
丁
目

令
和
５
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

現
行
の
予
算
に
８
，
７
４
８
万
８

　

現
行
の
予
算
に
８
，
７
４
８
万
８

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れれ
7777
億
７
，
９
３
０
万
６
千
円
と
し

億
７
，
９
３
０
万
６
千
円
と
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

同

意

選

挙

田 中 啓 嗣 氏

規
約
の
変
更

補
正
予
算

補
正
予
算
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◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

道
路
維
持
車
両
の
代
替
車
両
の
借

　

道
路
維
持
車
両
の
代
替
車
両
の
借

上
げ
費
、
廠
舎
川
河
川
改
修
事
業
で

上
げ
費
、
廠
舎
川
河
川
改
修
事
業
で

資
材
単
価
等
の
高
騰
、
工
法
の
変
更
、

資
材
単
価
等
の
高
騰
、
工
法
の
変
更
、

用
地
購
入
及
び
用
地
測
量
費
な
ど
を

用
地
購
入
及
び
用
地
測
量
費
な
ど
を

補
正
し
ま
し
た
。

補
正
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
当
麻
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
医
科
診
療
施

設
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

現
行
の
予
算
に
７
７
９
万
２
千
円

　

現
行
の
予
算
に
７
７
９
万
２
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

億
３
，
６
８
２
万
６
千
円
と
し
ま
し

億
３
，
６
８
２
万
６
千
円
と
し
ま
し

た
。
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
実
施
に
伴
い
増
加
す
る
医
療
事

接
種
実
施
に
伴
い
増
加
す
る
医
療
事

務
委
託
料
、
暖
房
全
般
の
改
修
及
び

務
委
託
料
、
暖
房
全
般
の
改
修
及
び

老
朽
化
に
よ
り
故
障
の
多
い
ト
イ
レ

老
朽
化
に
よ
り
故
障
の
多
い
ト
イ
レ

を
洋
式
便
器
へ
改
修
す
る
工
事
費
な

を
洋
式
便
器
へ
改
修
す
る
工
事
費
な

ど
を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

ど
を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
当
麻
町
決
算
に
基

づ
く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
報
告

に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
実
質
赤
字
比

　

健
全
化
判
断
比
率
の
実
質
赤
字
比

率
は
、
一
般
会
計
の
令
和
４
年
度
実

率
は
、
一
般
会
計
の
令
和
４
年
度
実

質
収
支
額
が
黒
字
の
た
め
、
あ
り
ま

質
収
支
額
が
黒
字
の
た
め
、
あ
り
ま

せ
ん
。

せ
ん
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
一
般
会

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
一
般
会

計
と
特
別
会
計
の
実
質
収
支
額
、
水

計
と
特
別
会
計
の
実
質
収
支
額
、
水

道
事
業
会
計
と
公
共
下
水
道
事
業
特

道
事
業
会
計
と
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
の
資
金
不
足
・
剰
余
額
の
合

別
会
計
の
資
金
不
足
・
剰
余
額
の
合

計
で
、
黒
字
と
な
り
、
あ
り
ま
せ
ん
。

計
で
、
黒
字
と
な
り
、
あ
り
ま
せ
ん
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
令
和
２
年

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
３

度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
３
ヵヵ
年年

平
均
６
・
８
％
で
す
。

平
均
６
・
８
％
で
す
。

　

将
来
負
担
比
率
は
、

　

将
来
負
担
比
率
は
、
3535
・
０
％
と

・
０
％
と

第３回定例会 議案の審議

健全化法に基づく財政状況指標

健全化判断比率 早期健全化基準 当麻町の比率
実 質 赤 字 比 率 　１５％ ―
連 結 実 質 赤 字 比 率 　２０％ ―
実 質 公 債 費 比 率 　２５％ 　６．８％
将 来 負 担 比 率 ３５０％ ３０．０％

資金不足比率 経営健全化基準 当麻町の比率
公共下水道事業特別会計 　２０％ ―
水 道 事 業 会 計 　２０％ ―
※ 当麻町は国の基準以下なので健全な財政状況となっている。

報

告

令
和
５
年
８
月
30
日

国
際
交
流
公
演
会･

山
崎
内
閣
官
房
参
与
講
演
会

　

国
際
交
流
公
演
会
・
山
崎
内

　

国
際
交
流
公
演
会
・
山
崎
内

閣
官
房
参
与
講
演
会
が
８
月

閣
官
房
参
与
講
演
会
が
８
月
3030

日
に
た
か
す
メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー

日
に
た
か
す
メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
は

ル
で
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
は

町
長
、
議
長
、
議
員
、
職
員
合

町
長
、
議
長
、
議
員
、
職
員
合

せ
て
せ
て
2525
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
部
で
リ
ト
ア
ニ
ア
国
際
交

　

１
部
で
リ
ト
ア
ニ
ア
国
際
交

流
公
演
会
と
し
て
、
ソ
プ
ラ
ノ

流
公
演
会
と
し
て
、
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ミ
シ
ュ

歌
手
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ミ
シ
ュ

ク
ナ
イ
テ
さ
ん
の
オ
ペ
ラ
を
鑑

ク
ナ
イ
テ
さ
ん
の
オ
ペ
ラ
を
鑑

賞
、
２
部
は
「
少
子
高
齢
化
と

賞
、
２
部
は
「
少
子
高
齢
化
と

社
会
保
障
の
こ
れ
か
ら
」
と
題

社
会
保
障
の
こ
れ
か
ら
」
と
題

し
て
内
閣
官
房
参
与
の
山
崎
史

し
て
内
閣
官
房
参
与
の
山
崎
史

郎
氏
の
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

郎
氏
の
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
は
上
川
管
内
町
村
議

　

今
回
は
上
川
管
内
町
村
議

会
議
員
、
町
村
長
及
び
職
員

会
議
員
、
町
村
長
及
び
職
員

４
５
０
名
が
参
加
の
講
演
会
と

４
５
０
名
が
参
加
の
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。

な
り
ま
し
た
。

　

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
で
は
、
８
月

　

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
で
は
、
８
月
1717
日
に
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
「
議
会
広

日
に
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
「
議
会
広

報
研
修
会
」
に
参
加
し
、
（
一
社
）
自
治
体
広
報
広
聴
研
究
所
代
表
理
事
の
金
井

報
研
修
会
」
に
参
加
し
、
（
一
社
）
自
治
体
広
報
広
聴
研
究
所
代
表
理
事
の
金
井

茂
樹
氏
か
ら
「
伝
わ
る
議
会
報
の
編
集
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
た
講
演
を
受
け
ま
し

茂
樹
氏
か
ら
「
伝
わ
る
議
会
報
の
編
集
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
た
講
演
を
受
け
ま
し

た
。
た
。 令

和
５
年
度
議
会
広
報
研
修
会

な
り
ま
し
た
。

な
り
ま
し
た
。

　

資
金
不
足
比
率
は
、
水
道
事
業
会

　

資
金
不
足
比
率
は
、
水
道
事
業
会

計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
と

計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
と

も
に
資
金
剰
余
額
が
あ
り
、
資
金
不

も
に
資
金
剰
余
額
が
あ
り
、
資
金
不

足
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

足
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
は
、
町
の
財
政

　

そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
は
、
町
の
財
政

状
況
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

状
況
が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。
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令和５年度 子ども町議会

令和
５年度

当
年

麻
生

小
町

校
会

学
議６10月４日開催・議事堂にて10月４日開催・議事堂にて

　令和５年度当麻小６年生町議会は、10月４日に招集され、会期１日間で開かれました。　令和５年度当麻小６年生町議会は、10月４日に招集され、会期１日間で開かれました。
　総合的な学習「伝えよう！当麻町のよさ」で、当麻町をよりよく発展させるための提案と質疑応答　総合的な学習「伝えよう！当麻町のよさ」で、当麻町をよりよく発展させるための提案と質疑応答
を実際の議場で行うことにより、議会の仕組みを知り、当麻町の将来について考え、社会参画への態を実際の議場で行うことにより、議会の仕組みを知り、当麻町の将来について考え、社会参画への態
度や意欲を培うことを目的としています。度や意欲を培うことを目的としています。

　当麻小学校６年生55人が議員となり、「森の中に露天風呂」や「でんすけすいかのおいしさを知っ　当麻小学校６年生55人が議員となり、「森の中に露天風呂」や「でんすけすいかのおいしさを知っ
てもらい、北海道や全国の人に当麻に来てもらいたい」、「当麻町の食材を使った飲食店を作る」など、てもらい、北海道や全国の人に当麻に来てもらいたい」、「当麻町の食材を使った飲食店を作る」など、
10件の議案が提出され審議されました。10件の議案が提出され審議されました。
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決算審査特別委員会

総 額　96億7,490万円

西 川 委 員 長

　令和４年度当麻町一般会計ほか５特別会計及び水道事業会計
の決算は、議長と監査委員を除く全員で構成の『決算審査特別
委員会（西川委員長・片原副委員長）』を設置し審議しました。
　審査の結果、各会計決算については、認定すべきものと決定
しました。

令和４年度 決算審査から
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決算審査特別委員会
　
　
　

加
藤
委
員

　
　
　

加
藤
委
員

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
率
は
、
現
在
、
何
％
に
な
っ
て
い

付
率
は
、
現
在
、
何
％
に
な
っ
て
い

る
の
か
、
ま
た
運
用
に
当
た
っ
て
こ

る
の
か
、
ま
た
運
用
に
当
た
っ
て
こ

れ
ま
で
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
っ
た
か
。

れ
ま
で
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
っ
た
か
。

　
　
　

総
務
課
長

　
　
　

総
務
課
長

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
率
は
、
８
月
末
現
在
で

付
率
は
、
８
月
末
現
在
で
7979
・・
9898
％％

で
す
。
本
町
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
は

で
す
。
本
町
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
は

あ
り
ま
せ
ん
。

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

加
藤
委
員

　
　
　

加
藤
委
員

　
　
　

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
出

　
　
　

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
出

に
つ
い
て
、
令
和
４
年
と
令
和
５
年

に
つ
い
て
、
令
和
４
年
と
令
和
５
年

の
提
出
者
数
は
。

の
提
出
者
数
は
。

　
　
　

総
務
課
長

　
　
　

総
務
課
長

　
　
　

適
齢
者
情
報
の
提
供
は
、
令

　
　
　

適
齢
者
情
報
の
提
供
は
、
令

和
４
年
度
が

和
４
年
度
が
1818
歳歳
5656
名
、
名
、
2222
歳歳
3838
名
、
名
、

計計
9494
名
で
す
。
令
和
５
年
は
、

名
で
す
。
令
和
５
年
は
、
1818
歳歳

4848
名
、
名
、
2222
歳歳
3838
名
、
計

名
、
計
8686
名
で
す
。

名
で
す
。

　
　
　

加
藤
委
員

　
　
　

加
藤
委
員

　
　
　

自
衛
隊
に
、
個
人
情
報
の
提

　
　
　

自
衛
隊
に
、
個
人
情
報
の
提

供
を
望
ま
な
い
人
を
名
簿
か
ら
外
す

供
を
望
ま
な
い
人
を
名
簿
か
ら
外
す

除
外
申
請
が
あ
る
。
こ
の
周
知
を
我

除
外
申
請
が
あ
る
。
こ
の
周
知
を
我

が
郷
土
で
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
。

が
郷
土
で
知
ら
せ
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

総
務
課
長

　
　
　

総
務
課
長

　
　
　

来
年
度
に
向
け
て
、
広
報
紙
、

　
　
　

来
年
度
に
向
け
て
、
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
し
て
い
き

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
し
て
い
き

た
い
。

た
い
。

　
　
　

餌
取
委
員
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ゼロカーボン北海道の実現に資する
森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書

　本道の森林は全国の森林面積のおよそ４分の１を占め、国土保全、地球温暖化防止、 林産物の供給等

の多面的機能の発揮が期待されており、これらの機能を十分に発揮させるためには、森林資源の循環利

用を進める必要がある。

　全国一の森林資源を有する北海道において本町と道が連携し２０５０年までに温室効果ガスの排出量

を実質ゼロとする国の目標の達成に向けて、伐採後の着実な植林による森林の若返りや長期間炭素を固

定する木材利用の促進、化石燃料の代替となる木質バイオマスのエネルギー利用の促進など森林吸収源

対策を積極的に推進することが必要である。　

　本町では、森林の公益的機能の維持増進と森林資源の循環利用に向け、森林整備事業や治山事業など

国の事業を活用し、植林・間伐や路網の整備、優良種苗の安定供給、山地災害の防止、木造公共施設の

整備、森林づくりを担う人材の育成など、様々な取組を進めてきたところである。

　本道の森林を将来の世代に引き継ぎ、環境への負荷の少ない循環型社会を形成するため、活力ある森

林づくりや道産木材の利用、防災・減災対策をさらに進め、ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・

林業・木材産業施策の充実・強化を図ることが必要である。

　よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。

記

１．二酸化炭素の吸収など森林の多面的機能を持続的に発揮させるため、適切な間伐と伐採後の着実な

植林の推進に必要な森林整備事業予算や、防災・減災対策の推進に必要な治山事業予算を十分に

確保すること。

２．森林資源の循環利用を推進するため、成長が早く形質の優れたクリーンラーチなどの優良種苗の安

定供給、ＩＣＴ等の活用によるスマート林業の推進、木材生産・流通体制の強化、建築物の木造・

木質化や、木質バイオマスエネルギーの利用促進などによる道産木材の需要拡大、森林づくりを

担う人材の育成・確保などに必要な支援を充実・強化すること。

３．森林吸収源対策のさらなる推進に向け、森林の多い市町村において必要な森林整備がより一層進む

よう、森林環境譲与税の譲与基準を見直すこと。

意見書
　第３回定例会で意見書を可決し、内閣総理大臣ほか各関係省庁などに提出しました。内容は下記
のとおりです。

議案の審議／意見書
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国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書

　　北海道は、豊かで美しい自然環境に恵まれ、国土の５分の１以上を占める広大な大地と海に育まれ

た豊富で新鮮な食を強みに我が国の食料供給を担うとともに、特有の歴史・文化や気候風土などを有し

ており、これらの独自性や優位性を生かしながら、将来にわたって持続可能な活力ある北海道の実現を

目指している。

　こうした中、地域の産業を支える本道の道路を取り巻く環境は、激甚化・頻発化する自然災害による

交通障害の発生や、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震等のリスクが増大するなど、防災・減災、国土

強靱化の取組が喫緊課題になるとともに、道路施設の老朽化や通学路等の安全対策の推進が大変重要と

なっている。

　今後は、北海道の強みである「食」や「観光」に関連する地域が持つ潜在力が最大限発揮されるよう、

平常時・災害時を問わない北海道を支える基盤の確立に向け、安定的な物流や広域周遊観光を支える道

路の整備が必要不可欠である。加えて、積雪寒冷地の本道においては、安定的な除排雪体制の確保など、

冬期間の住民の安全・安心を図ることが必要である。

　そのため、地方財政は依然として厳しく、また資材価格の高騰や賃金水準が上昇する中、道路整備、

管理に必要な予算を安定的に確保することが重要である。

　よって、国においては、国土の骨格を形成する高規格道路から国民の日常生活に最も身近な市町村道

に至る道路網の整備や老朽化対策などを着実に推進し、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速

化対策」をより一層推進するため、次の事項について特段の措置を講ずるよう強く要望する。

記

１．道路の整備・管理が長期安定的に進められるよう、新たな財源の創設及び必要な予算を確保すること。

２．「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」を計画的に進めるために必要な予算・財源

を例年以上の規模で確保するとともに、５か年加速化対策期間完了後も、昨今の地震・豪雨・豪

雪などの災害の状況を踏まえ、国土強靱化に必要な予算・財源を通常予算とは別枠で確保し、継

続的に取り組むこと。

３．高規格道路におけるミッシングリンクの解消及び暫定２車線区間の４車線化や、直轄国道の連携に

よるダブルネットワークの構築など、国土強靱化に資する災害に強い道路ネットワークの整備を

推進すること。

４．橋梁、トンネル等の老朽化対策を推進し、予防保全による道路メンテナンスへ早期に移行するため、

維持管理・更新事業に必要な技術的支援の拡充や予算を長期安定的に確保するほか、舗装修繕等

の維持管理に係る制度創設や財政支援の充実・強化を図ること。

５．地域の安全な暮らしや経済活動を支える基盤づくりのため、子どもたちの安全・安心を守る通学路

等の交通安全対策を強化・推進するとともに、冬期における安全な道路交通を確保するための道

路整備や除排雪を含む安定した維持管理の充実に必要な予算を確保すること。

６．災害発生時の迅速かつ円滑な復旧等のため、北海道開発局及び開発建設部の人員体制の充実・強化

を図ること。

議案の審議／意見書
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議案審議の結果

第３回　定例会
事件番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決月日

承　認 第１号 専決処分の承認を求めることについて 承　　認

９月14日

同　意 第１号 当麻町教育委員会委員の任命について 同　　意

同　意 第２号 功労表彰について 同　　意

議　案 第１号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について 原案可決

議　案 第２号 令和５年度当麻町一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議　案 第３号 令和５年度当麻町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

報　告 第１号 令和４年度当麻町決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について 報　　告

認　定 第１号 令和４年度当麻町一般会計決算認定について

認　　定

９月22日

認　定 第２号 令和４年度当麻町国民健康保険特別会計（事業勘定）決算認定について

認　定 第３号 令和４年度当麻町国民健康保険特別会計（医科診療施設勘定）決算認定について

認　定 第４号 令和４年度当麻町後期高齢者医療特別会計決算認定について

認　定 第５号 令和４年度当麻町介護保険特別会計決算認定について

認　定 第６号 令和４年度当麻町公共下水道事業特別会計決算認定について

認　定 第７号 令和４年度当麻町水道事業会計決算認定について

議　案 第４号 令和５年度当麻町一般会計補正予算（第６号） 原案可決

議　案 第５号 令和５年度当麻町国民健康保険特別会計（医科診療施設勘定）補正予算（第２号） 原案可決

選　挙 第１号

当麻町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について

　委　員〔角谷壽保氏・塚田麗子氏・澤田和久氏・林　唯晴氏〕

　補充員〔鍛治和幸氏・柳田光則氏・佐藤弘巳氏・小林善則氏〕

当　　選

意見案 第１号
ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求

める意見書の提出について
原案可決

意見案 第２号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書の提出について 原案可決

議員の派遣について 承　　認

閉会中の所管事務調査の申し出について（総務文教常任委員会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（産業福祉常任委員会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（議会運営委員会）

承　　認

議案審議の結果
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議案の採決結果

議案の採決結果

○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　　　ただし、議長は職務上、採決に参加していません。　　　　　　　（議席順）
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第３回定例会

承 認 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同 意 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同 意 第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認 定 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認 定 第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認 定 第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認 定 第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認 定 第５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認 定 第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認 定 第７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

意見案 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

意見案 第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

　10月19日に旭川市公会堂で開催された令和５年度上川管内町村議会議員研
修会に参加し、早稲田大学マニフェスト研修所事務局長の中村　健

けん

氏から「住
民から期待される議会になろう！」と題した講演を、文藝春秋取締役の新谷　
学氏から「スクープに見る企業の危機管理」と題した講演を受けました。
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議会の傍聴や、議会の傍聴や、
議事堂の見学を議事堂の見学を
してみませんか。してみませんか。８月11日 ⇨ 11月10日

　８月　 13日 万灯会法要 （議長）
 17日 議会広報研修会 （議会報編集特別委員・局長⇒札幌市）
 18日 上川中央部市・町議会議長会定例会議 （議長⇒比布町）
 23日 千葉県旭市議会議員行政視察 （局長・他課職員）
 25日 上川中央部市・町議会事務局長会議 （局長⇒旭川市）
 29日 斜里町議会行政視察 （局長）
  大雪浄化組合決算監査 （澤田代監⇒比布町）
 30日 国際交流公演会・山崎内閣官房参与講演会 （鷹栖町）
  カントリーエレベーター安全操業祈願祭 （議長）
  カントリー利用協議会定期総会　　　 （議長）
 31日 総務文教常任委員会

　９月　  １日 産業福祉常任委員会 
  旭川市新庁舎落成式 （議長）
  ７日 議会運営委員会 
  ９日 当麻中学校学校祭 
  忠魂祭前夜祭 
 10日 忠魂祭慰霊祭 
 14日 第３回定例会（～22日） 
  決算審査特別委員会 
  全員協議会 
  東川町議会来庁 
 15日 当麻町敬老会 
 19日 決算審査特別委員会 
  中川町議会来庁 
 21日 交通安全協会秋の旗の波街頭啓発 （議長）
 22日 全員協議会 
  議会報編集特別委員会 
 26日 上川町村議会事務局長前期研修会 （局長⇒旭川市）
 27日 津別町議会行政視察 （議長・ICT正副委員長・事務局）
 29日 田んぼの学校稲刈り 

　10月　  ４日 当麻小学校６年生子ども議会 
  ６日 議会報編集特別委員会 
 10～11日　第70回町村議会事務研究会 （局長⇒札幌市）
 11日 北海道神社庁上川支部神社関係者大会 
 15日 宇園別地区学習・文化発表会 
 16日 全員協議会 
 17～18日　上川管内町村議会議長研修会 （当麻町・比布町）
 19日 上川管内町村議会議員研修会 （旭川市）
 22日 当麻小学校学習発表会 
 23日 第５回臨時会 
  議会報編集特別委員会 
  旧北星小学校契約締結式 
 27日 大雪浄化組合上期定期監査 （澤田代監⇒比布町）
 28日 当麻幼稚園生活発表会 （副議長）
 29日 東京当麻会の集い （副議長・餌取議員・深谷議員⇒東京都）
 30日 議会報編集特別委員会（リモート）

　11月　  ３日 生涯学習フェスティバル 
  ９日 新規担い手就農者を祝う会 （議長・副議長・産福委員長）
 10日 功労表彰式

稲刈りのカレー稲刈りのカレー


